
 

 

 

 

まず初めにお伝えしたいのは、これほどの姉妹には、私の中学受験指導の中で、もう二度と

出会えないのではないか、そう感じさせてくれるほど、まさに「最強」だったということです。 

姉は文系、小学生でこんな美しい文章を書く子は見たことがない、と思えるほどの文章を書

きあげてくれました。私自身が持っているノウハウをすべて伝え、体現してくれた生徒です。

週例テストでは、四谷大塚の最上位 S コースで、２位まで上りつめました。しっかりした性格

で、動揺することも不安な気持ちも微塵も見せない、まさに安定感抜群の姉でした。 

 そんな彼女も、２回だけ弱さを見せたことが記憶にあります。直接は伝えてくれなかったで

すが、私がノートを細かく見ているのを知っているので、ノートにその悩みを書いてくれた時。

私も表向きは平然を装いましたが、ノートにはコメントを書いて返却し、一緒に悩みを解決し

ました。 

 もう一つは、1/10 の入試初日です。彼女にとっては落ちるはずのない「お試し」の学校で

す。今までに見たことのない余裕のないこわばった表情でした。それを乗り越え、合格を勝ち

取ってくれたわけですが、入試が終わってから確認したらやはり 1/10 の入試が一番緊張した

そうです。 

 

 この話から得られる教訓は、中学受験の緊張感です。どんな子であれ、人生のかかった入試

で緊張しないことはないのです。その気持ちに寄り添ってあげることこそ大事なのではないで

しょうか。 

姉 雙葉中・白百合中・浦和明の星中・淑徳与野中・栄東中 

妹 雙葉中・豊島岡女子中・浦和明の星中・淑徳与野中・栄東中 

 妹は姉とは対照的、天才肌の理系。姉妹でもこうも違うのかと思えるタイプでした。 

「姉の壁は厚いよ～」と冗談交じりに言っていたのですが、妹は妹で、四谷大塚の合不合判定

テストで全国１位をとってきたのでした。四谷大塚で中学受験をしたことがある方は、これ

がどれだけ天文学的数字かわかるはずです。 

 理数系の切れ味は、男子顔負け。ひらめきと才能は驚感に値します。しかし、「栽培漁業」

の「栽」の字を「裁」と書いて、通算 3 回だったかな？私から指摘されるというなかなか親

しみやすい性格でもありました。入試前日までゲームをやっているという余裕。 

その代わり、スイッチが入った時の集中力は、誰も邪魔することができないほど。まさに天才

肌の卒業生(レジェンド)です。 

 そして何より、最強姉妹を育てたお母さんがすごい！！お母さんに中学受験性を預かる下

宿屋でも開いては？と言いたくなるほどでした。 

 

 姉妹であっても、性格や価値観は全く違うものになりますし、人はみな違うのです。 

十人十色。その子、その子、そのご家庭と向き合い、一人ひとりを大切にする。私自身はそん

な中学受験の先生を目指したいと思っています。 

『歴代最強姉妹！！』 


